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①連絡
（被保険者→市町村・広域連合）

１ 市町村又は広域連合に 他都道府県に避難し１．市町村又は広域連合に，他都道府県に避難し
ている被保険者から，特定健診を避難先で受診
したい旨の連絡が入ります。したい旨の連絡が入ります。

２．市町村（広域連合）担当者は，被保険者から必
要情報を確認し 受診方法を伝えます要情報を確認し，受診方法を伝えます。

３．被保険者から広域連合に連絡が入った場合は，
広域連合から該当市 受診券発券等 依頼広域連合から該当市町に受診券発券等の依頼
連絡が入ります。

（必要情報）
・元の住所，氏名，生年月日，保険証番号，元の住所，氏名，生年月日，保険証番号，

その他現住所等保険者が必要とする事項



②受診券等発券（市町村）②受診券等発券（市町村）
特定健診受診券(再発行）

○国保連資料（平成22年4月28日）「特定健診○国保連資料（平成22年4月28日）「特定健診
等データ管理システムの運用について」

受診券発行処理の流れ「６－５」に沿って，個人ごと
に受診券を発券します。に受診券を発券します。

（※留意点）

・自己負担額がある市町村は，今年度既に自己負担額を入力しているので自己負担額がある市町村は，今年度既に自己負担額を入力しているので
「０円」で再発行することがｼｽﾃﾑ上できないため，再発券後に手書き等
で「０円」に修正します。

市町担当者が修正したことがわかるように修正します市町担当者が修正したことがわかるように修正します。

・受診券サイズは「A４版」に指定し発券します。

～ 受診券発券についての詳しい問合先 ～
宮城県国保連合会 事業推進課 保健事業係 ０２２（２２２）７０７７へ



②受診券等発券（市町村）
後期高齢者健診受診券（健康診査受診券）

保連資料 成 年 「特定健診○国保連資料（平成22年4月28日）「特定健診
等データ管理システムの運用について」

受診券発行処理の流れ「６－２」を入力登録後に，
「６－５」に沿って個人ごとの受診券を発券します「６－５」に沿って個人ごとの受診券を発券します。

（※留意点）

今年度初めて発券するため 「０円」で発券します・今年度初めて発券するため，「０円」で発券します。

・受診券サイズは「A４版」に指定し発券します

～ 受診券発券についての詳しい問合先 ～
宮城県国保連合会 事業推進課 保健事業係 ０２２（２２２）７０７７へ



③受診券等送付③受診券等送付
（市町村→被保険者）

○被保険者に以下を送付します○被保険者に以下を送付します。

①受診券

②昨年度の健診結果

③健診実施機関一覧表③健診実施機関一覧表

④「受診の方法」を記載したチラシ等

（チラシの主な記載内容）

・事前に予約が必要であること事前に予約が必要であること

・当日は①②と「保険証」を持参すること

・自己負担額など・自己負担額など



④予約・受診④予約 受診
（被保険者→健診実施機関）

１．被保険者は，受診券受領後に健診実施機関に
連絡し 受診 予約を行 ます連絡し，受診の予約を行います。

２．予約当日に，①～③を持参し受診します。

①受診券①受診券

②昨年度の健診結果

③保険証③保険証



⑤健診実施機関確認⑤健診実施機関確認
（健診実施機関→被保険者）

１．健診実施機関は，本人を確認の上，特定健診・
後期高齢者健診を実施します。
（※留意点）

・県外避難者用受診券以外の受診券や受診票を提示さ
れた場合 受診希望者 避難 市 村 連絡するれた場合は，受診希望者に避難元市町村へ連絡するよ
う伝えてください。

２ 詳細の検査が必要と判断した場合（昨年度 健診結２．詳細の検査が必要と判断した場合（昨年度の健診結

果や問診の結果により判断）は，詳細の検査を実施しま
すす。

３．受診券に記載されている自己負担額を徴収し
ますます。



⑥費用請求・データ作成
（健診実施機関→県外国保連）

１ 健診実施機関は 健診実施機関が所在する都道１．健診実施機関は，健診実施機関が所在する都道
府県の国保連（以下「県外国保連」とする。）に，費用請求
します。

（※留意点）（※留意点）

・費用請求の際，再発券後「０円」に修正された受診券に
ついては 以下のとおりに入力しますついては，以下のとおりに入力します。

・窓口負担コード入力

「定額負担 を選び 金額を「 円 とし 入力「定額負担」を選び，金額を「０円」として入力

２．作成したデータを，県外国保連に送付します。作成 を，県 国保連 送 す。



⑥’結果送付⑥結果送付
（健診実施機関→受診者）

健診実施機 健診結 を 診者 送○健診実施機関は，健診結果を受診者に送付
します。

（健診結果内容）

今回の各検査項目の結果・今回の各検査項目の結果

・質問項目の回答内容質 項

・メタボリックシンドローム判定

※階層化した結果ではなく，あくまでも検査結果であ
ることに注意！ 階層化は市町で実施。



⑦全国決裁⑦全国決裁
（費用請求・データ登録）（費用請求 デ タ 録）
（県外国保連→宮城県国保連）

○県外国保連は，宮城県国保連に対して，中
央会経由で 健診費用の請求を行うと共に央会経由で，健診費用の請求を行うと共に，
健診データを「特定健診等データ管理システ
ム」に登録しますム」に登録します。



⑧請求・データ登録
（宮城県国保連→該当市町）

○宮城県国保連は 該当市町担当者あてに○宮城県国保連は，該当市町担当者あてに，
健診費用を請求し，健診データを「特定健診
等データ管理システム」に登録します等デ タ管理システム」に登録します。

（請求方法）

・請求があった月の翌月１５日に，国保連事業
推進課より「請求書」「振り込み依頼書等」（割
賦）が送付されます。

※記載例

特定健診：「特定健診・特定保健指導○○として」

後期高齢者健診：表題後に（後期高齢分） と記載あり



⑨支払⑨支払
（該当市町→宮城県国保連）

○請求書の内容を確認し 「振り込み依頼書等」○請求書の内容を確認し，「振り込み依頼書等」
（割賦）にて支払いを行います。

これで，市町村では，特定健診・後期高齢者健診
の一連の流れは終了ですの 連の流れは終了です。

○該当市町は 「特定健診等デ タ管理システム」○該当市町は，「特定健診等データ管理システム」
から受診者の結果を確認します。

○階層化は システム内で自動的に行われるので○階層化は，システム内で自動的に行われるので，
必要に応じて，「保健指導利用券」を発券し保健
指導の実施を調整することとなります。指導の実施を調整する ととなります。
（保健指導の流れは，②～⑨の流れと同様です。）



⑩全国決裁⑩全国決裁
（支払）

（宮城県国保連→県外国保連）

○宮城県国保連は，中央会の全国決裁を通し
て 県外国保連に対して健診費用を支払いまて，県外国保連に対して健診費用を支払いま
す。



⑪支払⑪支払
（県外国保連→健診実施機関）（県外国保連→健診実施機関）

○県外国保連は，健診実施機関に健診料金を
支払います支払います。



※後期高齢者健診の請求・支払い等
について

○後期高齢者健診については 該当市町と後期高○後期高齢者健診については，該当市町と後期高
齢者医療広域連合との間で，
①健診費用の請求 支払い①健診費用の請求・支払い
②健診データのやりとり等 を行います。

※例年実施している健診の費用請求・支払い等の
流れと同様となります流れと同様となります。

健診デ タは市町村のシステム内に登録されているため 広・健診データは市町村のシステム内に登録されているため，広
域連合には直接送付（登録）されることはありません。

・健診データ等については，広域連合の指示に沿って対応してく健診デ タ等に いては，広域連合の指示に沿って対応してく
ださい。



（参考１）

• ・特定健康診査受診券（再発行）
見本です。

•

見本 す。

・今年度，既にシステムに入力され
ている被保険者の発券の場合はている被保険者の発券の場合は，
「再発券」で手続きを行います。

今年度 システムから 度も発行し・今年度，システムから一度も発行し
ていない被保険者は，通常発行しま
す。

・自己負担額免除の方については，再発
行受診券に，手書き等で「０円」と修正し
ますます。

市町で修正したとわかるような形で修正
します。（例：市町担当課のゴム印を押印
して修正する等）して修正する等）



（参考２）

後期高齢者健診 受診券（見本） す・後期高齢者健診の受診券（見本）です。

・後期高齢者健診は，今年度初めてシステ
ムに入力して発券するため 通常発行のムに入力して発券するため，通常発行の
「受診券」を発行します。

後期高齢者の健診は 自己負担額「０円」・後期高齢者の健診は，自己負担額「０円」
です。


